
（特非）　ダイヤモンド・フォー・ピース

（特非）　公益のふるさと創り鶴岡

リベリア共和国手掘りダイヤモンド
採掘地域における環境保護活動のための
基盤整備事業

内川の河川環境保全のための
ゴミの排出規制キャンペーン
及び川底の環境美化活動の実施

 リベリア

 山形県鶴岡市

活動地域

活動地域

集会、イベント延べ
参加人数 130 人

公共トイレ建設数 1 か所

今年度計画の達成度 90 ％

目標達成度 90 ％

ごみ指標調査 6 回

キャンペーン活動 4 回

今年度計画の達成度 80 ％

目標達成度 60 ％

実 践

はじめる助成

1年目

実 践

ひろげる助成

1年目

活動内容と成果
● 住民集会を開催し、環境に関する基本的な知識を啓発
● 主要放棄鉱山、屋外排泄場所、ゴミ放置場所のマッピ
ングを行った
● 付近の水質、土壌の簡易検査を実施
　→これらの結果を基に住民集会を開催し、結果につい　
　て協議するとともにアクションプランを作成
　→衛生向上委員会が設置された
● 公共トイレの建設地を決め、村による自助努力ととも
にトイレを建設・設置
● トイレ管理委員会を設置し、トイレ使用の基本的ルー
ルを策定
● クリーンキャンペーンとして住民がゴミ拾いを行い、
ゴミ処理方法について協議

活動内容と成果
内川の河川環境を改善するため、市民参加型の川底
ごみ除去の活動組織を編成して、内川4キロ区間で全
6回の川底のごみ拾いをしながらごみ指標調査を実
施。また、夏の風物詩となっている藻刈り活動を実施
した。同時に内川の水質調査及び生物調査も行った。
この実績をもとに市民向けにごみの流出を防止する
キャンペーンを行い、河川環境に対する意識が向上
していることの調査を行った。この一連の活動が新
聞社の目に留まり「第12回地域再生大賞」に推薦さ
れ、優秀賞を受賞することができた。

課　題
対象地は多種多様な生態系が存在するギニア森林の一
部だが、森林消失が加速し、同時に採掘後の鉱山の放
棄、屋外排泄、ゴミ放置により、環境破壊・健康被害が
起こっている。

目　標
地域の環境保護に関する住民の意識が向上し、公共ト
イレの利用が進み、本事業終了後に本格的に開始する
環境保護活動の準備が進む。

課　題
内川に流れ着くプラスチックごみが減らない状況のた
め、家庭ごみ・農業資材等のごみ削減キャンペーンをす
る必要があり、そのための基礎調査や分析をする必要
がある。

目　標
市民参加川底ごみ除去活動組織が編成され、川底のごみ除
去と毎年恒例の藻刈作業及び関係者への環境意識調査を
行い、河川環境意識が向上していることの指標とする。

〒247-0007
神奈川県横浜市栄区小菅ケ谷1-2-1
地球市民かながわプラザ　
NPOなどのための事務室内
電話：050-6863-3111
E-mail：info@diamondsforpeace.org
HP：https://diamondsforpeace.org

〒997-0028
山形県鶴岡市山王町8-21
電話：0235-25-6320
E-mail：k.tsuruoka2017@gmail.com
HP：http://k-tsuruoka.com/

ゴミ拾いをする住民たちゴミ拾いをする住民たち

鶴岡工業高校の実習授業での藻刈り体験鶴岡工業高校の実習授業での藻刈り体験

公共トイレ建設の様子公共トイレ建設の様子

内川の川底ごみ指標調査内川の川底ごみ指標調査

今回活動に積極的に参加するようになった住民を中心に、まだ活動や集会に参加
していない住民を取り込めるよう工夫しながら活動を展開する。また、子どもたち
への啓発により大人も影響を受ける仕組みも取り入れる。

鶴岡市内川での活動をモデルとして、県内各地の流域河川団体にこの活動を知っ
てもらい、各団体の活動の幅を広げてもらいたいと考えている。

今後の
展望

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
村の自助努力としてトイレ建設に必
要な砂、水、労働力が提供される約
束であったが、その提供が遅れ工事
が遅延した。

■工夫した点
環境破壊が住民自身にどのような悪
影響を及ぼしているかを常に啓発
し、自分ごとと思ってもらえるよう
にした。

■苦労した点
流域の住民や事業者の方たちへの認
知や、同様の活動をしている団体の
方たちから理解していただくまでに
時間がかかった。

■工夫した点
マスコミ等への説明や認知をしてい
ただく機会を多くつくり、記事にし
てもらったことにより市民の認知も
高まった。
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